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【技術分類】２－７－６ メガネのレンズ／コーティング／防曇コート 
【 ＦＩ 】G02C7/02, C08J 7/00 
【技術名称】２－７－６－１ 防曇コート 
 
【技術内容】 
 露点以下になると、レンズ表面に小さな水滴が付く。レンズの表面に均一の厚みで付着すれば、曇

りは生じないが、水滴が水の表面張力によって半球状に付着し、レンズに入ってきた光を反射させる

ために曇りが生じる（図 1）。これを防ぐ方法として以下のような防曇コート法がある。 
1) レンズに親水性皮膜をコートして、付着した水分を吸収してしまい、表面に水滴を形成させ
ない。 

2) レンズと水滴の接触角を小さくして、レンズ上で水滴とせず、水の膜にしてしまう。 
3) レンズと水滴との接触角を大きくして、レンズ上で水滴を留まらせることなく、転げ落とし
てしまう。 

2)の方法は、界面活性剤を含んだ曇り止め用スプレーとして知られているが、活性剤が容易に流出
し、持続性に乏しい。3)の方法は、表面自由エネルギーを小さくして、水滴をはじきやすくしようと
するものであるが、接触角の大きい水滴としてレンズ表面に留まることが多く、却って曇りを助長す

る。 
通常は、メガネレンズの場合には 1)の方法が取られ、例えば、超親水性ポリウレタン製のコート液

をポリカーボネートコーティングするものがある。しかし、一般に、親水性皮膜は親水化により耐擦

傷性が著しく低下することから、防曇コートの一番の問題は、親水性（防曇性）と耐擦傷性をいかに

バランスよく向上させるかにある。 
 

 
【図】 
図１ 曇りのメカニズム 

 
 
出典：【出典／参考資料】出典に同じ、｢くもり防止コート｣ 
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